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【協力配信】横浜さいかちの会 歴史講演会のお知らせ 

************************************************************* 

 

★お知らせ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

横浜市歴史博物館のガイドボランティアとその OB・OG によって 

構成される「横浜さいかちの会」主催の講演会のお知らせです。 

 

※お問合せ先は博物館と異なりますのでご注意ください。 

 

◆内 容━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

横浜さいかちの会歴史講演会 

「鏡の文化史 ―和鏡の精神性と信仰―」  

 

講師 青木 豊 氏  

鎌倉歴史文化交流館館長、國學院大學大学院客員教授 

 

日本の鏡文化は弥生時代前期末（ＢＣ200 頃）に開始されました。 

その後も、権威承認の証として邪馬台国の女王卑弥呼に下賜されたことや、 

古墳時代（３～６ｃ）には大和政権の確立と勢力拡充の為に地方豪族に 

分与するなどの目的で、数多くの三角縁神獣鏡等が制作されました。 

我が国で鏡は、光を反射するが故に第二の“太陽”あるいは“月”と 

考えられたところから、他国では認められない呪術具・辟邪具（徐魔） 

としての各種の信仰形態を生みました。 

今回は、これら各種の鏡信仰の歴史をパワーポイントを使った映像で 

紹介すると同時に、“魔鏡”の実物と反射光の中に現れる 

“阿弥陀如来像”をご覧いただく予定です。（講師記） 

 

◆日 時━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

 日時：2023 年 10 月 1日（日）14:00～16:00（開場 13:30） 

 

 会場：横浜市歴史博物館 講堂 

   （横浜市営地下鉄「センター北駅」出口 1より徒歩 5分） 

 



 募集人数：100 名（応募者多数の場合は抽選） 

 

 参加費：500 円（当日受付でお支払いください） 

 

 申込み方法： 

 (1)講演名、(2)郵便番号・住所、(3)氏名（ふりがな）、(4)電話番号 

 を明記の上、下記のいずれかでお申し込みください。 

 

（ア）往復はがき（一人一通） 

 〒221-0005 横浜市神奈川区松見町 4-1101-7-1009 

 横浜さいかちの会事務局 宛 

 

（イ）電子メール 

 saikachi-koho@m6.gyao.ne.jp 

  

 申込締切：9月 20 日（水）（当日必着） 

 

◆お問合せ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

TEL 045-900-5738（横浜さいかちの会広報） 

  

主催：横浜さいかちの会 

共催：横浜市歴史博物館   

 

◆発行━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

横浜市歴史博物館／横浜開港資料館／横浜都市発展記念館／横浜ユーラシア文化館／埋蔵文化財センタ

ー／横浜市三殿台考古館／横浜市八聖殿郷土資料館／横浜市史資料室  

 

 ＊当メールの送信アドレスは送信専用ですので、返信なさらないようにお願いいたします。 

 ＊催しに関するお問い合わせは各施設まで。 

 ＊本メールにお心当たりがない場合には、第三者による誤登録、不正登録等の可能性があります。 

  お手数ですが、下記お問い合わせまでご連絡頂けますようお願い申し上げます。  

 ＊メール配信についてのお問い合わせは横浜市ふるさと歴史財団（TEL045-912-7771）まで。  

 ＊配信停止はこちらから 

→ http://www.rekihaku.city.yokohama.jp/taisyou/about_museum/mailmagazine/magazine_stop/ 


